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第１章      総則

第１条（名称）

　球団名称は「兵庫神戸ポニー」と称する。（以下球団と称する。）

第２条（加盟団体）

　球団は「社団法人日本ポニーベースボール協会　関西連盟」に所属する。

第３条（事務所）

　球団の事務所（事務局）は神戸市北区八多町下小名田５７８－６に置く。

第２章      目的及び事業

第４条（目的）

第５条（事業）

　前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

１．連盟の目的及び趣旨に沿った定款及び規約の遵守並びに品位保持の励行。

２．練習、対外親善試合、連盟主催の大会等の参加協力。

３．少年に適した正しい野球の指導とマナーの向上。

４．その他、前条の目的達成のために必要と認められた一切の業務。

第３章      組織及び分担金

第６条（組織）

　球団は次の会員をもって構成し、運営機関として役員、指導部、球団補助員、父母会を置く。

１.　選手及びその保護者

２.　本会の目的に賛同して、奉仕活動を行う役員および賛同者。

第７条（役員）

　球団は次の役員を置き、球団の重要議案を討議する役員会議を適宜行う。

第８条（会員の義務）

　私達は、硬式野球を愛好する中学生が、野球を通じて、友愛、団結、規律、勇気、忍耐の精神を身
につけるとともに、より高度な実践的技術を習得することを目的とします。

勉学に励み、野球人として活躍できる野球少年･少女の育成を目指し、役員、指導者、保護者が協力
し支え合いながら子どもらを見守っていきます。

   １．代表・副代表、ＧＭ、球団広報、球団会計、審判部長、監督以下指導部代表１名、父母会代表２名。



　球団の会員は、次に掲げる義務を遂行しなければならない。

２．選手は常に指導者の指導に従い、年長者、年少者と協力し助けあって行動すること。

３．保護者は会員として会費を納入すること。　※別途定めるものとする。

４．役員および父母会会員は本会の目的達成のためあらゆる協力を惜しみなく発揮すること。

５．技術指導を任務とする役員とその賛同者（以下、指導者という）は球団指導方針を遵守し、

第９条（入会）

　球団会員への入会は、次の規定による。

２．前項の規定により入会した会員の保護者は、同時に父母会会員となる。

第１０条（役員の任免と任期）

第１１条（役員の任務）

　役員は次の任務を司る。

　　　技術の向上に励むこと。

      かつ選手の安全に特に留意して選手育成に貢献すること。

   ２．副代表、球団広報、球団会計、審判部長、監督の任免は代表が行う。ヘッドコーチ、コーチ等の

　　　※再任を妨げない事とする。

　　　新たに指導部へ入る者は役員会の承認を必要とし、職務については役員会の指示に従う事とする。

    １．球団は硬式野球を愛好しスポーツによって、心身を鍛練しようとする中学生で保護者の承諾を

   ６．球団会計は球団内における資金の管理を行う。期末に監査報告を行う。

   ８．父母会代表の任務は父母会規約による。
　　　大会、練習試合に従事する。

    １．選手は常に球団会員であることの自覚を持って、品性を重んじ、学業および体力強化、野球

   ３．役員の任期は３年としする。欠員が出た場合は本条１項の規定により選任し任期は残存期間とする。

   ７．審判長は審判員を代表して審判に関する運営を統括し、選手および指導者に野球規則の指導を行い、

　 　 任免は監督が行い役員会の承認を経て、総会で報告する。 父母会役員の任免は父母会が行い代表の

   ３．ＧＭ（ゼネラルマネージャー）はチームの運営を円滑にするために手続き一切の事務処理に当たる。

   ５．監督はヘッドコーチその他のコーチを代表し選手およびヘッドコーチその他のコーチを統括して

   １．代表は役員会議で選任し総会で報告する。

   ４．父母会代表の任期は父母会規約による。

　　　得て、球団が認め所定の手続きを終了したものを対象とする。

　 　承認後、 総会で報告する。

　　　選任された役員については総会で報告する。

　　　野球実技を指導し各種試合を指揮する。

   １．代表は球団を代表し、会務を統括する。

   ２．副代表は代表を補佐し、代表の委任を受け或いは支障のあるときは会務を代行する。

   ４．球団広報は球団の運営・広報・企画に努め、ＧＭと共に運営を円滑にする事とする。



第１２条(休部、退会、除名、解任)

　球団の退会、除名、解任は、次の規定による。

１．選手は退会届けを提出し退会することが出来る。退会した選手の保護者は会員資格を失う。

２．理由なく会費の納入が３カ月以上未納となった選手は自然退会とする。

３．理由なく無届けで1カ月以上休んだ選手は、退会したものとみなす。

４．進学等の理由により休部を申し込む選手は、球団の了承を得る事とする。
　　休部のよる部費等の納入については、第６章別則２３条の通りとする。

５．選手・保護者および役員で、その行動が著しくチームの名誉を傷つけたり、また他の会員との

※代表の任免は役員会の承認による。

６．球団運営または指導方針から逸脱した指導を行った指導者および役員は、役員会議の議を

第１３条（大会参加義務）

　チームは優先順位に従って大会出場の義務を負う。

１．連盟主催大会　２．球団主催大会　３．ローカル大会

第１４条（会費）

　チームの決定した会費は必ず納入しなければならない。

第４章      安全と責任

第１５条（安全管理）

第１６条（責任の範囲）

第５章　会計事業年度

   ２．会費の運用及び執行権は、代表または代表が委嘱する役員が有し、その責を負う。但し、

   １．チームは選手の健康管理、安全確保について常に留意し、活動中に事故者の無いよう事前に

   １．チームの会費は、別途取り決めとする。

   ３．会費の変更は役員会を経て総会で議決する。

   ４．会員は代表の承諾無く、通常の会費以外の如何なる金銭も徴収してはならない。

　　　役員の任を解かれた時には、直ちにその執行権を失う。

　　　防止対策を図る。

　　　非協調的行動のあったものは、役員会議の議を経て代表が解任、除名することができる。

　　　経て代表が解任、または相当の処分を科すことができる。

   ２．父母（保護者）は選手の身体に異常のある時は、監督又は代表に届け出る事。

   ３．選手または一部の父母（保護者）は球団指定の保険に加入しなければならない。

   ４．代表、監督、指導部、その他役員は、連係を密にして常に子供の状態を把握し、チームの

　活動中において、選手及び指導者に万一事故、また第三者に損害を与えた場合、その賠償金の支払い

　　　活動に支障の無いよう努めなければならない。

 については球団の契約した賠償責任保険金額の支払いの範囲とする。



第１７条（会計事業年度）

　毎年４月１日から３月３１日とする。

第１８条

　会計担当者は会計事業年度の期末に会計報告を代表に行い会計監査を受ける。

第１９条（会議）年に一度総会を開催する。

１．総会は次の事項を審議、報告する。

（イ）事業報告、会計報告の審議

（ロ）事業計画、予算計画の審議

（ハ）規約の改正の審議、役員の変更の報告

２．代表は必要に応じ役員を招集し議長となる。

３．総会の議決権者は選手１名につき保護者１名とする。

４．出席者の過半数により議決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。

５．代表は必要に応じ臨時総会を電子的手段で開催できる。

第２０条　その他の必要事項は球団役員で決定する。

第６章      別則

第２１条

第２３条　休部に際する部費等の納入について
　　１．選手に掛かる部費・施設利用料については５０％減免とする。
　　２．父母会費は減免は行われず、全額納入とする。

第２２条　指導部への活動に対し、交通費および昼食代の一部を球団より別途算出し支給する。

　チームの円滑、健全な運営を堅持するため次のとおり禁止事項を定め、違背・問題が生じた場合

   ７．選手現役時に保護者より役員および指導者に対し、個人的な接待、物品の提供。

   ３．暴力団及び反社会的な政治・宗教団体に属する保護者の入団。（入団後、発覚の場合は除名）

   １．球団(選手)の中学生として不適当な容姿、服装、非行。(茶髪・ピアス・不登校・夜間徘徊等)

   ２．役員、監督、コーチの指導者として不適当な容姿、私生活。

には役員会に諮り、処分する。

   ４．保護者から指導部に対し選手起用、指導方針、指導方法に対し意見・批判。

   ５．保護者から練習及び試合時に、選手に対し直接の指導・罵倒。

   ６．保護者から特別の事情を除き、直接監督・コーチに電話を入れる行為。(事務連絡を除く)


